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■都内家庭部門の特徴 

 
● 家庭部門からのＣＯ２排出量の約６０％が電力 

  
都内家庭部門での二酸化炭素排出量は、世帯数の増加、世帯当りの家電製品所有率の増

加等により増加しており、９０年度にくらべ約９％増加している。 
燃料種別の二酸化炭素排出量構成比では、電気の割合が最も大きく約６０％を占める。 
家電製品の消費電力量割合は、エアコン、冷蔵庫、照明器具、テレビなどが上位である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 東京は全国に比べ単身世帯の割合が高い 

  
 
 

 近年、東京都では単身世帯の増加が
著しい。 
また、東京都は、国に比べ全世帯数

に占める単身世帯の割合（単身世帯比
率）が高い。 
（東京都の単身世帯比率は約４０％、  

国は約２５％（２０００年度）） 
 

 
 

 

 

 

 

燃料種別二酸化炭素排出量 
（２０００年度 東京都資料） 

 

電気 約６０％ 
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複数世帯数（約5％増加） 

単身世帯数（約30％増加） 

LPG (約4％) 
灯油 (約6％) 

都市ガス 

 (約30％) 

エアコン (23.9%) 

冷蔵庫 (16.4%) 

照明器具 (15.4%) 

テレビ (9.4%) 

その他 (34.9%) 

家庭における家電製品の消費電力割合 
資料：(財)省エネルギーセンター：「省エネ性能カタログ2003冬」

東京都における世帯数の推移 
（２０００年度 東京都資料） 


